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W13a SPICAによる系外惑星直接検出に向けたコロナグラフの検討
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系外惑星の直接撮像を行うためには、高分解能かつ高コントラストな観測が必要である。赤外線天文衛星SPICA
では、コロナグラフを用いて、5µmより長波長の中間赤外波長域で木星型惑星の検出を狙う。10億年程度より若
く高温な木星型惑星からの熱輻射を検出ターゲットとする場合、口径 3.5mの SPICA望遠鏡にとりつけるコロナ
グラフに要求される性能は、主星から～3λ/Dの角距離で 10−6 のコントラストを実現することである。
SPICAに古典的なリオのコロナグラフを使用した場合の計算を行ったところ、到達できるコントラストはせい
ぜい 10−5程度にとどまり、上記の要求を満たすのは厳しいことがわかった。したがって、より高い性能をもつコ
ロナグラフの方式を検討していく必要がある。
近年、系外惑星検出を目的として、理論的には非常に高いコントラストを実現できる新しいタイプのコロナグ
ラフが数多く提案されている。今回は、そのうち、色収差が無いという強みをもつため有望な候補と考えられる、
ガウシアンピューピルを代表とした瞳マスクに取り上げる。
実際の観測装置に適用した際に生じるさまざまな誤差要因を考慮した場合に、コロナグラフのパフォーマンス
がどの程度維持できるかという点についての考察は、十分になされていないのが現状である。このため SPICAの
コロナグラフを開発するに当たっては、誤差要因をとりいれた上で必要とされる性能を安定して発揮できる堅実
な仕様を検討することが不可欠である。本研究では波面の位相誤差やマスクの工作誤差に起因する性能の劣化を
計算により定量的に評価した結果から、どのパラメータが支配的かを明らかにする。


